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表５　目的を伝える方法に関する生徒意見（集約）

Ａ：直接警鐘型
　戦争（被爆）による被害の大きさに着目し，同じ
過ちを繰り返さないよう直接的に警鐘する。
Ｂ：間接警鐘型
　Ａと同じ目的だが間接的に警鐘する。
Ｃ：啓発型
　被爆者が語った願いに着目し，よりよい社会形成
に向け啓発する。

ＡとＢは警鐘型である。戦争や被爆による被害

の大きさを積極的に伝えることで，同じ過ちを繰

り返さない警鐘としていく。Ｃは啓発型である。

被爆者が語った願いをもとに，よりよい社会形成

に向け啓発する。どちらも目的は戦争のない平和

な社会の実現であるが，表現方法が異なる。生徒

たちはグループごとに話し合い，どの表現方法で

制作するか決めた。そして，新聞名と割付，見出

しを考えさせた。具体的には，修学旅行で収集し

た情報から印象的な言葉をブレインストーミング

の要領で書き出すよう指導した。そのうえで，伝

えたい内容を端的に表し，下級生を惹きつける言

葉を選ばせていった。

例えば，図２は直接警鐘型の新聞である。新聞

名の「被爆実相新聞」や見出しの「人の痛み，醜

さを知れ」に表されているように，被爆の実相を

直接的に表現する新聞である。このグループは，

資料館の展示品と被爆者の講話を大きく取り上げ

るとともに，戦争被害を強い口調で伝えた方がよ

いと話し合い，見出しを考えた。

図３は間接警鐘型の新聞である。図２と同じ警

鐘型であるが表現が直接的ではない。このグルー

プは，間接的な表現の裏にあるメッセージを読み

解いてほしいと考えた。一見すると青空新聞とは

爽快な印象をもつ新聞名である。しかし，この青

空とは，原爆が投下された1945年８月６日の広

島の空を表している。早朝から青空が広がり，夏

の日差しが強く照り付ける日だった。原爆投下前

の平和な広島を青空に例えた。また，見出しに

は「耳を澄して」11）と表し，被爆者の声に耳を傾

けるよう訴えている。直接的な警鐘の表現ではな

く，読者を惹きつける工夫として生徒が考えた。

　また，図４は啓発型の新聞である。新聞名を

「平和発信新聞」とし，「広島はこれからも進み続

ける」と大きく見出しを付けた。このグループは，

特に次年度に修学旅行で広島を訪れる２年生を意

識して見出しを考えた。広島という街の変化を見

てほしいという願いが込められている。

図２　直接警鐘型の新聞（生徒作成） 図３　間接警鐘型の新聞（生徒作成）
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戦後，広島は平和記念都市として復興を果たし

た。この街とともに，将来の平和について考える

ことを表した。そして，被爆者が語った願いを中

心に構成した。被爆者の願いとは，①家族を大切

にすること，②優しい心を持つこと，③自分の好

きなことを見付けることであった。Ａさんは次代

を担う若者に期待を込め，①から③を伝えた。こ

れらは直接的な反戦メッセージではない。しか

し，ユネスコ憲章前文に「戦争は人の心の中で生

れるものであるから，人の心の中に平和のとりで

を築かなければならない。」12）と記されるが，ま

さに生徒の心に平和の砦を築くメッセージだと言

える。そして，生徒もＡさんの意図を理解し，下

級生の心にも砦を築くことを願って制作した。

②新聞を活用した発表会の実施

制作後は，新聞を活用し下級生に向けて直接伝

える発表会を実施した。発表は，ポスターセッ

ション形式のため記事をじっくり読ませることは

難しい。そこで，特に伝えたい記事を選び，その

記事を中心に発表することにした。なお，発表会

後には新聞は校内に掲示し，休み時間等に下級生

が読むことができるよう配慮した。

発表会を位置付けたことで，生徒は執筆した記

事を見直す機会となった。事前に学級内で他のグ

ループの発表を聞く時間を設け，下級生に伝わる

か意見を述べ合った。教師による指導に加えて，

生徒相互による意見交換は文章表現を見直す機会

となり，より伝わりやすい言葉に置き換えるなど

修正を加えていった。表６は発表を聞いた下級生

の感想である。表中の下線部ｃは図２の戦争被害

の大きさについて伝わり，下線部ｄは図４の被爆

者の願いが伝わったことが分かる。

表６　発表を聞いた下級生の感想（２名）

生徒エ
　戦争や原爆は，ｃとても恐ろしく残酷なものだと
改めて感じました。（中略）二度と同じようなこと
は起きてほしくないと思いました。また，自分たち
にできることは何か，考えることができました。
生徒オ
　私は，学校に行けることはあたり前と思ってし
まっている自分がいました。しかし，普通に生活す
ることがあたり前ではないことを感じました。ｄ家
族を大切にするなど，進んでやっていきたいです。

５　成果と課題

（１）成果

　本実践の成果を確認するため，制作した新聞を

コンクールに応募した13）。第三者の評価を得るこ

とで，新聞制作を通した表現力育成を振り返っ

た。審査の結果，約1700点の応募総数からＸ中学

校の作品が２点入賞した。そのうち１点は上位入

賞となった。第三者による客観的評価が得られた

ことは成果である。具体的に「平和に対する確か

なメッセージが伝わってきた。大見出し，小見出

しにも読み手に強く訴える言葉が溢れている」と

記者からの講評を得た。生徒が新聞制作を通して

伝えたいことが第三者にも伝わったと考える。

　また，校内に１カ月ほど新聞を掲示したが，休

み時間や放課後に自分たちで読み返し「この見出

しはメッセージ性があっていい」「この文章は少

し書き直した方がいい」など仲間と話し合う姿が

見られた。新聞制作の目的意識が持続した表れで

あり，成果であると考える。

図４　啓発型の新聞（生徒作成）
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（２）課題

　本実践は，修学旅行との関連を図った総合的学

習での活動を展開した。しかし，さらに他教科と

の関連を図ることも考える必要がある。特に，技

能面において，国語科指導の見地から表現技法な

ど新聞制作の指導を見直していく。本実践の場

合，見出し表現の工夫に取り組んだが，記事の書

き方指導に対する指導が十分ではなかった。

また，新聞制作は小学４年生の国語科において

も学習する。校種間の系統性も考慮することで，

より相手意識と目的意識が明確となった新聞制作

につながると考える。表現力の育成への期待がで

きる。今後の検討課題としていきたい。

６　結語

本実践は，総合的学習において修学旅行での感

動体験から戦争の記憶を伝える新聞制作に取り組

んだ。その背景には，戦争の記憶継承という社会

課題をふまえ，学校教育においても生徒が考える

必要があったこと。また，新聞制作を通して相手

や目的に応じた表現方法を身に付けさせ，表現力

の育成に取り組むことが求められた。

そこで，情意面と技能面の２つの側面から実践

を構想し，取り組んだ。修学旅行での活動を通し

て，戦争の記憶継承という社会課題に対する当事

者意識の醸成と新聞制作への動機付けを指導の重

点とした。そのうえで，相手意識と目的意識を明

確にして制作に取り組んだことで，読者に戦争の

実相が伝わるとともに，表現力の育成を図ること

ができた。今後も戦争の記憶継承は，学校教育に

おいても取り組むべき喫緊の社会課題である。学

校での教育活動と関連付け，次代を担う生徒がこ

の課題に向き合い，平和な社会の実現に向けて取

り組むことができる活動を考えていく。
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